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県西地域のキウイフルーツほ場における生育不良・枯死の原因究明 

［要約］ 県西地域のキウイフルーツほ場で発生している生育不良や立枯れの主な原因は

キウイフルーツ根腐病である。 
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［背景・ねらい］ 

 県西地域のキウイフルーツほ場において、生育不良や立枯れが発生しているが、原

因は特定されていない(図１)。想定される原因のうち、キウイフルーツ根腐病は県内

未発生のため、県西地域での発生状況を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 生育不良等衰弱した樹の根および周辺土壌からキウイフルーツ根腐病菌が高率

に分離される。分離される２菌種のうち、Pythium helicoidesが約８割を占め、 

 Pythium vexansは比較的少ない(表１)。 

 

２ 県西地域のキウイフルーツほ場で発生している苗木の生育不良や枯死の主な原因は、

キウイフルーツ根腐病である。本病は、県内で初の発生である。 

 

３ 罹病樹では、根部が腐敗し、根から地際部にかけて褐変症状が認められる(図２)。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ キウイフルーツ根腐病に対する農薬登録はない(2025年４月現在)。 

 

２ 根腐病耐性の強いシマサルナシを台木にすることで、発生を低減することができ

る。 

 

３ 本病は、地下水位が高い水田や過湿な果樹園で発生が助長されるため、被害の拡

大を防ぐためには、暗きょや明きょの設置など排水環境の改善が有効である。 

  



［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 県西地域で発生しているキウイフルーツ   図２ キウイフルーツ根腐病 

立枯れ症状                                 罹病樹根部の褐変状況 

     

 

表１ 県西地域のキウイフルーツほ場におけるキウイフルーツ根腐病菌分離状況 
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Pythium vexans
分離地点数

2021 5 土壌 ベイト法 0 0

2022 5 土壌 ベイト法 2 0

2023 9 土壌 ベイト法 3 4

2024 12 根 常法 12 0

計 31 17 4
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